
梅雨入りに思う
校長 西島常徳

つい先日の５月２１日（火）に鹿児島地方気象台は奄美地方が梅雨入りしたと
発表がありました。平年よりも９日遅く、昨年より３日遅い梅雨入りとのことで
しばらく不安定な天気が続きそうです。
晴れた天気の日の昼休み、子供たちは外で元気に遊んでいますが、天気が悪い

日は外で遊べす、窓からぬかるんだ校庭を見て残念そうな様子。ふと「晴耕雨読」
という教訓が頭に浮かびます。晴れた日は外で働き（身体を鍛え）、外で活動
ができない時は家で本を読む（頭や心を鍛える）という意味で、あたらめてこの
先人の教訓は理にかなっていると感じます。是非、この時期だからこそ御家庭で
「心を耕す親子読書の時間等」を設定し、家庭での会話を深めるきっかけづくり
としてはいかがでしょうか。 ４月26日（金）に「一年生を迎える会」と「一日遠

足（1～4年）」を実施しました。
夢育て月間について… 一年生を迎える会では、６年生が企画したレクリエー
喜界町では「夢や志を持ち、可能性に挑戦するグローカル人材の育成」を教育 ションを全校児童で楽しみました。最後の１年生からの

方針に掲げ、「未来を切り拓くための能力を伸ばし、社会で自立する力を育む教 お礼の言葉では、入学して3週間とは思えないほど、し
育」における「キャリア教育・郷土教育」を推進しています。 っかりとお礼の言葉を伝えることができました。
本校では開校（平成24年度）当時から、５月を「夢育て月間」として取り組

んでおり、今年は５月11日の土曜授業で講師をお招きし、貴重な講話をいただ 一日遠足では、防災食育センターを見学しました。大
きました。（別欄参照）子供たちは、林さんのお話しから刺激を受けるとともに、 きな鍋で給食を作る様子を見て、子供たちは驚いていま
これからの生活に大きなヒントを得たことでしょう。これからも様々な教育活動 した。午後からは、スギラビーチに行く予定でしたが、
の場面でキャリア教育を進めたいと思います。 雨の心配があったため、学校遠足としました。

体育館でみんなでお弁当を食べたり、レクリエーショ
※キャリア教育って？…「就職させること」に集約されるものではなく、主体的 ンをしたりしながら、楽しく過ごすことができました。

に自らの将来を切り拓こうとする意欲と、そのための知識
や態度、能力などを育てることをねらいとした教育を指し
ます。

校歌の歌詞「百之台」について
現在の校歌１番に登場する「百之台」の歌詞は、旧早町

小学校の校歌３番にもありました。旧早町中学校には「坂 ５月２日（木）には、全学年を対象に「体力・運動
元林」の歌詞があります。現在の校歌は旧小学校、旧中学 能力調査」を実施しました。この調査は、握力、上体
校の歌詞が盛り込まれ、作詞・作曲された柴藤ひろ子氏の 起こし、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラ
故郷を大切にする心遣いをうかがい知ることができます。 ン、50m走、立ち幅跳び、ソフトボール投げの８種
さて、その「百之台」が歌詞として登場する歌として、 目の記録を測定して、子供たちの体力の現状を把握す

町民歌はもちろんのこと、私も何度かカラオケでも歌わせ ることを目的として実施しています。
て頂きましたが…「名も知らぬ～花が咲いていた～百之台 ２年生以上の子供たちは、昨年の記録を上回るため
公園に～雨が降る～」で始まる新民謡「思い出の喜界島」（昭 に、一生懸命取り組んでいました。初めて経験する１
和39年作曲：村田実夫氏、唄：大島ひろみ氏）があります。 年生は、戸惑いながらも先生や上級生に教えてもらい
この歌を歌うと、大島地区のみならず、県内の方々にも、意外と広く知られてい ながら、笑顔で頑張っていました。
ることに驚かされるともに、喜界島で育った実感がこみ上げてきます。 今回の調査結果については、校内で分析を行い、学校全体の課題を把握し体育の授
子供たちには、体験を通して喜界島のことを学び、考え、そして「自分の育っ 業の充実に生かしていきます。また、子供たち一人一人に個票を渡して、家庭での運

た郷土を誇り」にして自分の未来に向かって、自己実現を果たしてほしいと願っ 動にも取り組ませていく予定です。子供たちへの励ましの声かけをよろしくお願いし
ています。 ます。

YouTube「思い出の喜界島」
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本校では、５月を「夢育て月間」と位置付け、子供 早町小では、昨年度からスタートした「ジオパ
たちに将来の夢や目標について考える時間を設定して ーク学習」に、今年度も継続して取り組んでいま
います。今年度は、保護者の林 孝幸さんと林 美穂さ す。その一環として、５月17日（金）に３年生が
んをお招きして講演会を行いました。 社会科見学で「百之台・テーバルバンタ」の見学
講演の中で、「夢は人生を楽しくするための目標であ に行きました。それぞれの場所で、喜界島サンゴ

ること」や「好きなことを見つけてチャレンジするこ 礁科学研究所の鈴木 倫太郎先生に説明をしていた
と」など、大切なことを子供たちに伝えてくださいま だき、喜界島の成り立ちについて学習しました。
した。講演を聞いた子供たちは、自分と向き合い、将 これからもジオパーク学習を通して、喜界島の
来の夢について真剣に考えていました。 良さを知り、喜界島を誇りに思う子供たちに育て
お忙しい中、素敵なお話を聞かせてくださった林さ ていきたいと思います。

ん、本当にありがとうございました。

５月19日（日）は、愛校作業を実施しました。５月11日（土）には、「緊急時下校訓練」を実施
普段なかなか整備ができない芳樹園や校舎裏の除しました。大雨や台風等の緊急時に子供たちを安全

草作業、プール開きに向けたプール清掃など、学校に下校させることを想定した訓練です。体育館で全
がきれいに整備されました。体指導を行った後、職員の引率の下、それぞれの下
多くの保護者の皆さんに御協力いただき、心より校方法で帰宅していきました。

感謝申し上げます。奄美地方も先日、梅雨入りが発表されました。雨
今後とも、本校の教育活動やＰＴＡ活動への御理の中、登下校する日が多くなります。今後とも安全

解と御協力をよろしくお願いいたします。な登下校について、御家庭での声かけや集落の皆様
の見守りもよろしくお願いいたします。

５月15日（水）、5年生が初めての調 ５月15日（水）には、大島教育事務所
理実習を行いました。今回は「ゆでる」 による学校訪問がありました。
実習でした。簡単なように思いますが、 子供たちの様子や授業の様子を見てい 今年度も喜界ライオンズクラブから新１
包丁やガスコンロを使い慣れていない子 ただく中で、子供たちのあいさつの良さ ５月21日（火）「交通安全教室」を実 年生に「探検バッグ」を寄贈していただき
供たちにとっては、緊張する時間だった や上学年が下学年をサポートする姿に感 施しました。当日は、喜界幹部派出所や ました。この探検バッグは、６年間、校外
ようです。 心され知ました。授業参観でも、子供た 交通安全協会から、たくさんの方に来校 学習等で利用させていただくものとなりま
今回の実習での学びを、ぜひ家庭での ちは緊張することなく、一生懸命学習に していただき、「安全な横断の仕方」や す。ライオンズクラブのみなさん、ありが

お手伝いに生かしてほしいと思います。 取り組んでいました。 「安全な自転車の乗り方」について学び とうございました。
ました。
下学年の子どもたちは、実際の横断歩

道を使って横断訓練をしました。手をし
っかりと上げて、左右の確認をしながら
上手に横断していました。上学年は自転
車の点検の仕方や模擬の交差点での自転
車の乗り方を学びました。４年生は、今
後、道路での自転車利用ができることに
なります。御家庭でも、ヘルメットの着
用や安全な乗り方の声かけをお願いしま
す。


